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当時、私は、留学していた北京中医薬大学で学ぶに当

たり、なんとしても李世珍先生の著書を手に入れたくて、

医学書専門の書店を何軒も探しLIわっていました.なかな
か見つけられずにいた一冊が「常用楡穴臨床発揮Jでした.

何力月もかけて求めたその“貴重な本"を ようやく手に

したときの感動は、今でも鮮「llに記憶していま● 抹茶色
をした表紙のハードカバー本で、A5よ りひとまわり小さい

サイズだが、ページ数が多く、厚みが 5crntt Lあ る、ずっ

しりと重い本.今も私の書 lBlに、存在感を持って輝いてい

ま● この本との出会いがきっかけで、ヨヒ京から邊か遠方
の河南省南陽市におられた李世珍老日ljのもとに厚かましく

も押しかけ、研修生となり、直接、指導を受ける幸運に恵

まれたのです。

この本は、李家四代100年 以 11の家伝である鍼灸臨床

実践に基づき、十11L経経穴と経外奇穴から、常用穴86穴

を選び、それぞれの経穴の「概説・治療範囲・効能 。主

治 臨床応用・.L例・経穴効能鑑別・配穴・参考Jの 9つ
の内容を丁寧に紹介しています:なかでもすばらしいのは、

「臨床応用Jの項で、経穴がどのような疾患を治療でき、

さらにその適応疾患別に、弁証論治を細かく解説されてい

るところです。一般的な経穴に対する薔籍は、本場中国で

さえ概論的なものが多く、実際の0丈灸臨床と結びつけるた

めには、さらに別に銀灸治療 .Ll● lな どの書籍を参考にす

る必要があります。しかし、この本では、すべてが一冊に

集約されており、弁証論治に基づいた鍼灸臨床に、非常

に応月」がしゃすくなっていまづ■ これはひとえに、李世珍

と師が、弁証論治の実践は、鍼灸の臨床現場でも漢方楽

11療 と司様に、最も大切であるという信念のもとに書かれ

t■らだと思います。
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クワキウトル・インディアンの治療者 (呪術医)であるケ
サリードの話です。

ケサリードという青年は、呪術医の力など信じていなく、

それはトリックだと思っていました。彼は、その「lt術医のト

リックを暴きたいという好奇心と願望で、呪術医グループ

に弟子人りします。弟■になったケサリードは、呪術医た

ちの秘密の治療技術を伝授されます1伝授された治療技
aTは、「無言濠1と 奇1子と経験的知識の奇妙な混合Jで、ほ

とんどが、ケサリードが事前に思っていたように、 トリック
(許術)だったのです。呪術医の弟子を続けていると、あ
るIJ、 ケサリードに名指しで病人の治療が依頼され、ケサ

リードは伝授された (ト リックと思っている)治療技術で治
療すると、病人は治ってしまうのでした。ここからケサリー

ドは、 |1分の治療技術に疑念・疑間を持ちながらも、呪

術医としての治療を続け、最後には近郊で一番有名な「人

呪術医Jになっていったのでした。

この論文「呪術師とその呪術Jは、人類学者ボアスによっ

て記録されたクヮキウトル・インディアンのケサリードの自

伝の断片のテキストを、人類学者レヴィ=ス トロースが要約

をして議論した論文です=非常に短い けБ訳本では20頁
に満たない)論文ですが、「人はどのようにして治療者に
なるのかコ「治療者にとって自分の医学・I14術はどのような

ものなのかJ、 そして「人はなぜ治るのか」を考えさせてく

れる論文でした[

論文の最後のレヴィ=ス トロースのコメントは、「ケサリー

ドは病気をなおしたから大呪術師になったのではなく、人

砂ι術師になったから病気をなおしたのだJで t


